
 私たちの教会では、毎年 9 月に合同記念礼拝を行っています。先に天に帰られた方々

を記念して、その方々のご家族や親類にお集まりいただいています。しかし、今年は

コロナ禍ということで、各ご家族から 2 名までの参加ということでお願いしました。 

 私事ではありますが、母が 8 月 23 日に亡くなりました。父は 6 年前に亡くなりまし

たので、昨年までは母も一緒に合同記念礼拝で、父のことを記念していましたが、今

年は母のことも記念することになりました。母の葬儀は教会で、家族だけでさせてい

ただきました。教職執事補になりたての私が司式をさせていただきました。式辞は、

牧師として、というより娘として、母の人生について語り、思い出を語りました。 

 詩篇 103 篇の御言葉が、母の状態が悪くなってから、なぜかずっと心にひびいてい

て、そこから語りました。 

 わたしの魂よ主をたたえよ。主の御計らいを何ひとつ忘れてはならない。主はお前

の罪をことごとく赦し、病をすべて癒し、命を墓から贖い出してくださる。 

 慈しみと憐みの冠を授け、長らる限り良いものに満ちたらせ 

 鷲のような若さを新たにしてくださる。（詩篇 103：2～5） 

 主の計らいで、父と母は 8 年前にこの教会で洗礼を受けました。母はリュウマチで 

手も足も動きませんでしたが、今はもう天国で、新しい復活の体をいただいて、自由 

に動き回っているでしょう。 

 私たちは、天の故郷に帰られた、愛する人たちを忘れません。そして、やがては私

たちも主の御許に行き、愛する人に再会できるのです。ハレルヤ！ 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月報「ぶどうの木」 
         2020 年 9 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

 8月 30日の防災セミナーの記事が 

タウンニュースに掲載されました！ 

   
 

オーストラリア在住の宇田川姉が Zoom

で祈祷会に参加されました。ご主人と「三

人のお子さんも元気だそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

8 月役員会決定事項 

・8 月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・10 月 18 日（日）に大段静子姉の洗礼式を行う。司式はクリス師。 

・林アメリ―さん（岸田姉のお知り合いで、着物生地を使った作品を制作している。ご主人は建築家で山形

出身、金山杉とも関係が深い）の個展を来年の献堂 10 周年に際して教会で開催する。 

 

     

               

 

 


